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The purpose of this study is to clarify the actual use of shared space of guesthouse from interview survey and an observation survey. 

Through the analyses, the following became clear. 1）A lodging fee of guesthouse is from 2,500yen to 4,000yen. 2）They established 

40 percent of guesthouse attached a restaurant. 3）All of guesthouse have a community space. 

 

１．研究背景と目的                  

近年，国内の観光地や都市部において，ゲストハウ

スやバックパッカーズ等と称する素泊まりを基本とし

た比較的低廉な簡易宿泊施設（以下これらをまとめて

宿泊型ゲストハウス注１）としゲストハウスと略記する）

の開業が相次ぎ，宿泊の有無を問わず多様な人々の交

流が注目されている．また，訪日外国人旅行者の増加

に伴い，彼らに馴染み深いゲストハウスの需要は高ま

ると考えられる． ゲストハウスでは宿泊者同士が交流

する機能があることがホテルや旅館との最大の相違点

であり，最大の魅力である．ドミトリーやキッチン，

リビングの共用によって他者との会話が生まれ，宿泊

者同士をつなぎ合わせる機能を果たしている．そこで，

ゲストハウスの共用空間の宿泊者の「居方」注２)に着目

し，オーナーやスタッフの計画に対して実際どのよう

に共用しているのかを明らかにすることを目的とする． 

 

２．ゲストハウスの現状              

２－１．ゲストハウスの定義              

 本稿ではゲストハウスの定義を①素泊まりを基本と

している，②ドミトリーと呼ばれる相部屋がある，③

トイレや洗面，シャワー等が共用で，台所や居間など

なにかしらの共用空間がある，の３つとした．なお，

宿によってさまざまなタイプが存在したため抽出にあ

たって以下の点に留意した．（a）素泊まりを基本とし

つつ，朝食のみ選択可能な「B&B」方式は含めた．（b）

ドミトリー形式以外に個室を選択できるものは含めた．

（c）「ホステル」「ユースホステル」「バックパッカー

ズ」「宿」などの名称であっても，上記に当てはまるも

のは含めた．（d）「ゲストハウス」という名称であって

も上記に当てはまらないものは除いた． 

 

２－２．全国のゲストハウス             

「ふらっと」３）と「FootPrints」４）と『全国のゲスト

ハウスガイド』５）を用いて全国のゲストハウスの分布

を示す Table 1を作成した．表で示すとおり，全国のゲ

ストハウスの数は 800 件であり，都道府県別にみると

東京，京都，大阪などの観光地として人気のある都道

府県に多くあることが分かる．また，東京都に注目す

ると，74 軒のゲストハウスのうち 34 軒が台東区にあ

り約半数を占めている． 

Table 1 都道府県別ゲストハウスの数 

北海道計 77 東京都 74 奈良県 24 高知県 11
青森県 3 関東　計 119 和歌山県 12 愛媛県 11
秋田県 3 新潟県 11 兵庫県 18 四国　計 64
岩手県 3 富山県 6 京都府 89 福岡県 25
宮城県 7 石川県 21 大阪府 71 佐賀県 4
山形県 4 福井県 3 近畿　計 225 長崎県 12
福島県 3 長野県 25 鳥取県 10 大分県 7

東北　計 23 岐阜県 13 岡山県 13 熊本県 11
群馬県 2 山梨県 11 島根県 11 宮崎県 8
栃木県 9 静岡県 13 広島県 24 鹿児島県 14
茨城県 2 愛知県 12 山口県 6 九州　計 81
神奈川県 20 中部　計 115 中部　計 64 沖縄　計 45
埼玉県 2 滋賀県 4 香川県 23
千葉県 10 三重県 7 徳島県 6

全国　計 800  
 

２－３．台東区のゲストハウス 

 台東区のゲストハウスの実態を把握するため，各 HP

と予約サイトの「トリップアドバイザイー」や

「booking.com」を用いて比較し，特徴がみられた（い）

宿泊料金と食事提供の有無，（ろ）併設施設の有無，（は）

個室の有無，（に）交流スペースの有無，（ほ）ランド

リーの有無の調査結果を以下に示す． 

 （い）宿泊料金と食事提供の有無 

 一泊当たりの宿泊料金を「2500円以上 3000円未満」

と設定するゲストハウスが 16 軒と多かった．次に

「3000円以上 3500円未満」「3,500円以上 4000円未満」

と設定するゲストハウスが 6 軒と続いた．食事提供の

有無に関しては「朝食（無料）」が 1件，「朝食（有料）」

が 9 軒，「なし」が 24 軒であった．以上の結果から，

宿泊料金の相場は 2500 円～4000 円であること，約 7

割のゲストハウスでは食事提供が行われていないこと

が分かった．食事提供に関しては，（ろ）併設施設の有

無に関係し，特に飲食店舗の併設が大きく関係してい

ると考えられる． 
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（ろ）併設施設の有無 

 併設施設とは宿泊の機能以外の機能を持ち，宿泊者

以外の人もできる施設のことである．「飲食店」が 13

軒，「アトリエ／ギャラリー」が 1軒，「なし」が 20軒

であった．以上の結果から，約 4 割のゲストハウスで

飲食店が併設されていることが分かった．これは台東

区という観光地であることが影響していること，また，

宿泊者同士だけでなく，宿泊者と非宿泊者との交流を

生み出す場所となっていると考えられる． 

 （は）個室の有無 

 「あり」が 28 軒，「なし」が 6 軒であった．このこ

とから約 8 割は個室があることが分かった．個室があ

ると家族や友達，恋人と一緒に利用しても楽しむこと

ができるため，宿泊者の幅が広がると考えられる． 

（に）交流スペースの有無 

 交流スペースは宿泊者がオーナーやスタッフ，ほ

かの宿泊者と交流できるスペースのことで，寝室以外

の部屋を指す．「あり」が 34 軒とすべてのゲストハウ

スは交流スペースを設けていた．交流スペースとして

は居間やリビングが交流スペースとされている． 

（ほ）ランドリーの有無 

 予約サイトの基本情報に記載があり需要が高いと

みられた．「あり」が 24 軒，「なし」が 10 軒であっ

た。数か月かけて日本を旅する訪日外国人旅行者の

ような長期で旅をする人がゲストハウスを利用する

ことが多いことを表していると考えられる． 
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Figure 1 宿泊料金      Figure 2 食事提供の有無
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Figure 3 併設施設の有無       Figure 4 個室の有無 
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Figure 5 交流スペースの有無 Figure 6 ランドリーの有無 

 

３．まとめと展望 

台東区は東京で最も古い市街地のひとつであり，浅

草地区などは特に人気の観光地であるため，様々な

人が集まることを予測し対応できるような設備やサ

ービスが備わっていることが分かった．また多くの

ゲストハウスが交流スペースや飲食店など宿泊者と

誰かが交流できるように計画されていることが分か

った．今後，共用空間のみに注目し，どのように計

画されどのように利用されているのかを明らかにし

ていきたい． 

  

注釈  

注１）ゲストハウスと称される施設はシェアハウスや宿泊施

設，結婚式場，大学の寄宿舎，企業の研修施設等があ

る１）．このなかで，本稿が取り扱うのは宿泊施設であ

り，誤解を避けるために「宿泊型ゲストハウス」とい

う表記を用いる． 

注２）「居方」はもともと鈴木が提唱した概念であり，「ある

場所に人が居る時の状況や，その時周囲の環境とどの

ような関係を取っているか，またそれが他者にどのよ

うに認知さえるかといったことの総称」とされる２）． 
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